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 目    的 

団塊世代の地方回帰や若者世代の田舎暮ら

しがブームとなっている中，世界遺産の環境保

全と地域経済の発展を両立させるため，屋久島

においても，移住・交流促進の諸活動が求めら

れている。 

本法人は，環境を大切にした地域づくり（エ

コエリア）と暮らし振り（エコライフ）の地域

特性を追及する中で，屋久島らしい移住・交流

の受け皿モデルづくりを確立したいと考えた。

近年，移住者の増加により人口減少をまぬか

れている屋久島だが，未来につながる地域づく

りのために，移住者と地元が協力して島おこし

をする基盤づくりを進めることにより，地域社

会への貢献を行ないたい。 

 

（活動状況の写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 活 動 内 容  協 働 の 状 況 

（実施期間）平成２０年７月～平成２１年２月

（実施地域）熊毛郡屋久島町と東京都千代田区

（実施項目・内容） 

１．エコエリア，エコライフによる地域づく

りと移住の受け皿づくりをテーマに，屋久

島と東京で移住シンポジウムを開催 

２．今後の移住・交流施策に資するため，移

住の現状・移住者追跡アンケートを実施

３．移住希望者の窓口や相談相手となる地域

の受け皿となる人材体制を整備 

４．地域と連携し，滞在型体験ツアーを実施

（実施イベント） 

・ 平成２０年１０月：屋久島シンポジウム

・ 平成２０年１１月：東京シンポジウム 

・ 平成２１年１月：滞在交流体験ツアー 

 ○ 屋久島町 

 ○ 地元区長（屋久島町区長連絡協議会）

 ○ 屋久島環境文化財団 

 ○ 地元不動産会社 

 ○ 移住体験者 

 ○ かごしま遊楽館（東京） 

 ○ ふるさと回帰支援センター（東京） 

 ○ 種子島・奄美大島・沖永良部島・与論島

等の移住・交流活動を進める団体・企業

などの協力を得ると共に，地元在住の有志と

東京在住の有志によるスタッフ活動が行なわ

れた。 

 

屋久島移住・交流の受け皿モデルづくり事業 
 

（特定非営利活動法人屋久島移住ネットワーク・緑の風） 

 
平成２０年１０月 屋久島シンポジウム 

 
平成２１年１月 屋久島交流体験ツアー 



 成    果  今 後 の 展 望 

屋久島と東京の２度の移住シンポジウムの

開催により，屋久島における移住･交流の意義

について議論が深まった。従来，移住･交流施

策の少なかった島内の現状に一石を投じ，地域

貢献につながるものになったと考える。 

また，移住アンケートの実施により，いまま

で調査データの無かった屋久島の移住の現状

を詳しく知ることができ，今後の移住･交流施

策の策定に寄与できるものと考える。 

行政や地元住民との連携による体験ツアー

の実施は，本法人が通年行なっているフリーツ

アーとあいまって，移住ツアーの定着効果をも

たらしたと考えられる。昨年来のツアー参加者

の移住実現頻度は，約３割にも達している。

移住受け入れの理念及び移住促進モデルの

形成に通じる活動を実施することができ，屋久

島における移住・交流の受け皿モデルづくりの

確立をめざした本事業の目的は，概ね達成しつ

つあるものと思われる。 

引続き，移住セミナー・体験ツアー等を実

施し，地域コンセルジュ育成など移住・交流

の受け皿モデルを確立したい。 

さらに，島内の地域づくり活動への関与を

深め，屋久島に移住して情報・サービス事業

や環境・教育・地域づくりのボランティア・

社会起業などを始めたい方々と，地域，企業，

研究機関，行政等を結び，活動のきっかけ作

りやネットワーク作りなどの支援を行なって

いきたい。 

島内に移住･交流のコミュニティスペース

を開設し，島の文化・歴史等の展示や特産品

の販売などを行うとともに，地元住民と移住

者の交流の輪が広がっていくための場づくり

を進めていきたい。 

島内コミュニティサイト（ホームページ）

の設置により，ロングステイ施設情報やイベ

ント情報など，移住者と移住希望者間の情報

交換や交流の機会を提供していきたい。 

 
 課    題  

  団 体 情 報  本事業を通じて，島内の過疎地域は移住者を

必要としていること，地域活性化のための島お

こしを地元と移住者が協働して行うことが望

ましいことなど，屋久島の現状と課題が明らか

になった。また，地元住民と移住者間の交流を

深めることや，移住コンセルジュの実現など，

今後本法人が取り組むべき事柄もはっきりし

たと思われる。 

時節柄参加者が少なかった体験ツアーは，世

界遺産地域のゴミ拾いウォークのような人気

メニューを拡充していきたい。 

地域コンセルジュ育成については，島内各区

長へ働きかけを続けるとともに，本法人メンバ

ーの技能向上を図りたい。 

将来的には，行政や地元との連携により，体

験農園や自然教育施設を含む，滞在型の移住･

交流体験施設作りをめざしたい。 

〈団体名〉特定非営利活動法人 

屋久島移住ネットワーク・緑の風

〈代表者〉理事長  富永 英男 

〈主な活動内容〉 

・ 屋久島移住の調査研究・宣伝広報 

・ 屋久島移住セミナー・体験ツアーの開催

・ 屋久島の特産品の開発・普及 

・ 屋久島の環境保全と環境教育 

・ 屋久島での社会貢献事業の研究・開発 

〈連絡先〉〒891-4403 

 所在地 鹿児島県熊毛郡屋久島町原914 

  ＴＥＬ 0997-47-3335 

 ＦＡＸ 0997-47-2739 

 E-mail midorinokaze@iju.jp 

 http://midorinokaze.iju.jp/ 

 

 


